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令和３年度 さつきが丘地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
福祉における課題の多様化（介護保険に関する相談、障害、権利擁護、子育て、及び8050問題に代表される、
個別課題の複合化等）が急速に進む中、地域ニーズに即した支援を継続的に行う必要がある。ケアプラザ一体
となり、担当エリアの特性（課題だけでなく地域資源も含む）をこれまで蓄積してきたデータから把握し、区役所
ほか関係機関と連携をとりながら体制の充実を図っていく。コロナの影響による高齢者の社会参加、活動の機
会減少が顕著であることから、新しい生活様式に対応した持続可能な、高齢者への支援策を講じる必要があ
る。各職種の専門性を活かして高齢者をはじめとする地域住民の活動の場を積極的に創出していくことで、高
齢者の孤立化予防、全世代・多世帯のつながりづくりに繋げていく。新たな生活様式に関連した、地域課題の
解決に向けて、住民と話し合い交流し取り組む地域を目指していく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

多世代の住民を対象とした担い手育成のための事業を実施する（地域のお助け隊さつき、珈琲ボランティア、介護
予防ボランティアなど）。よこはまシニアボランティアポイント登録会のほか、高齢になっても活動が継続できる魅力
ある講座や居場所の提案を行う。新しい生活様式に沿ったボランティア活動を創出し、ケアプラザ内だけでなく地
域でのボランティア活動をコーディネートしていく。

認知症キャラバンメイトの新規発掘と育成。メイトとの協働による認知症サポーター養成講座を開催する（認知症
の方やその家族と接することが少ない若年層への認知症理解を深めるための小中学生向け講座、また幅広い世
代の地域住民に向けた地域向けの講座開催等）。

既存のネットワーク、所内外の会議や地域役員、住民などから得た情報や、日報等の蓄積データを活用し、地域
課題を捉えるよう努める。把握した課題は、地域ケア会議につながるよう区と包括のカンファなどで共有していく。

包括連続講座（認知症や介護保険関連・権利擁護・人生100年・介護予防など）を本年度も引き続き実施し、認知
症やシニアの生活様式についての正しい知識と、様々な対策について、普及啓発していく。関係機関と連携しなが
ら、地域住民とともに認知症についての不安を解決できる機会を増やしていき、さらにいつまでも生き生きと生活で
きるような地域づくりを支援する。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

契約
者数

令和3年度横浜市さつきが丘地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

相談を受理した場合、相談者のご意向を十分に聞き
取り、有効な情報を一覧にして複数提示し、相談者
の自己決定を尊重するよう支援する等、情報提供が
特定の事業所や種類に偏らないように、利用者及び
事業所に対して中立・公平な立場で引き続き対応す
る。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

事故防止に関しては、当法人作成の「事故対応マ
ニュアル」の周知と研修の実施により、事故防止を呼
びかけ、また事故発生時には、速やかに対応し、青
葉区役所や横浜市への報告も行うように教育を徹底
していく。
「個人情報取扱規程」に基づき、漏洩防止・保護に努
める。
個人情報保護方針・個人情報問い合わせ担当者な
どを決めて、玄関に掲示し、ご利用者からの問い合
わせ等に真摯に対応していく。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

日々の相談業務・アセスメント・モニタリング・担当者
会議等を丁寧かつ適切に行い、ご本人ご家族の要望
をききつつ、自立や強みを生かした支援・計画作成に
取り組んでいる。
３職種による、対象者へのコンサルテーション、方針
の確認を随時行っている。
要支援者自立者の介護予防を目指した在宅生活を
目指し、計画を整えている。
担当者会議、運営推進会議、地域ケア会議、介護予
防従事者研修など様々な機会をとらえ関係者や対象
者に、地域情報・課題を周知している。
広報誌やチラシにインフォーマル情報わかりやすく掲
載し、ケアマネジャーがプラン作成時に生かせるよう
心掛けている

管理者　　　　　　　  　１名（常勤　兼務）
社会福祉士　　　　　  １名（常勤　専従）
保健師　　　      　  　１名（常勤　専従）
主任ケアマネジャー　１名（常勤　専従）
プランナー　　　　　    3名（非常勤　専従）

居宅介護支援事業

特定事業所加算を算定する事業所を目指して、計画
的な研修実施及び職員一人一人の個別研修計画を
作成、ケアマネジメント技術を向上することにより質
の高い相談支援を行い、利用者様ご家族様がご不
安なく自立した在宅生活をお送りすることが出来るよ
う支援してまいります。また24時間の相談連絡体制を
確保し、支援困難なケースや緊急でサービス利用を
希望される方のご相談など、地域包括支援センター
と連携し、積極的に受け入れてまいります。
(1)利用者様の意志及び人格を尊重し、常に利用者
様の立場に立ち、提供されるサービスが特定の種
類・事業所に偏らないよう公正中立な立場で支援を
行います。
(2)利用者様の能力に応じ、自立した生活を維持する
ために適切なサービスが受けることが出来るよう心
身の状況や環境、必要時応じ介助者等ご家族の希
望も考慮し、要介護状態の悪化防止となるようケアプ
ランの作成を行います。
(3)利用者様宅を定期訪問しサービス内容についてモ
ニタリングを行い、サービスの実施状況の把握・サー
ビス調整の必要性について確認を行います。

管理者　　　　　　　　1名(常勤兼務)
介護支援専門員　　3名(常勤専従1名)
　　　　　　　　　　　　　　　(非常勤専従2名)



目標

実施
体制

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

ご利用者様のQOL（生活の質）向
上を図り、可能な限り在宅生活を
送る事ができるように、各職種職員
と連携を図り、レクリエーションや地
域交流、入浴、食事、機能訓練、生
活リハビリ等の、質が高く、信頼さ
れるサービスを提供していく。

【実施日数】週６日

【提供時間】9:30～16:30

【定員】35名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

管理者        :1名（常勤兼務）
生活相談員:2名（常勤兼務2名）
看護師        :4名（非常勤兼務4名）
機能訓練指導員:5名（常勤兼務1
名,非常勤兼務4名）
介護職員　:13名（常勤兼務4名・非
常勤9名）
調理員　　:5名（委託業者 非常勤5
名）
運転手　　: 5名（非常勤5名）

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

●介護保険自己負担分
　　　　：１割負担  ：　２割負担 ：３割負
担
要支援１：1793円/月：3585円/月  ：
5378円/月（週1回）
要支援２：1793円/月：3585円/月：5378
円/月（週1回）
要支援２：3675円/月：7350円/月：
11025円/月（週2回）
　
要介護１：703円/回：1,405円/回：2,107
円/回
要介護２：829円/回：1,658円/回：2,486
円/回
要介護３：961円/回：1,922円/回：2,882
円/回
要介護４：1,092円/回：2,183円/回：
3,274円/回
要介護５：1,225円/回：2,449円/回：
3,673円/回
 （別途、要介護者：入浴加算Ⅰ、個別
機能訓練加算Ⅰイロ、サービス提供
      体制強化加算Ⅲ、処遇改善加算
Ⅰ、特定処遇改善加算Ⅱ）
 （別途要支援者：運動器機能向上加
算、サービス提供強化加算Ⅲ
     処遇改善加算Ⅰ、特定処遇改善加
算Ⅱ）
●食費負担　　　　  750円



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

13,372,882 13,372,882 13,372,882 横浜市より

0 0

8,661 0 8,661 0 8,661

0 0

8,661 8,661 8,661

0 0

△ 4,552,118 △ 4,552,118 △ 4,552,118

8,829,425 0 8,829,425 0 8,829,425

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

8,521,000 0 8,521,000 0 8,521,000

6,500,000 6,500,000 6,500,000

583,000 583,000 583,000

1,365,550 1,365,550 1,365,550

9,000 9,000 9,000

63,450 63,450 63,450 ハマふれんど

0 0 0

0 0 0

2,330,000 0 2,330,000 0 2,330,000

100,000 100,000 100,000

470,000 470,000 470,000

10,000 10,000 10,000

350,000 350,000 350,000

400,000 400,000 400,000

21,120 0 21,120 0 21,120

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 21,120 21,120 21,120

その他 0 0 0

200,000 200,000 200,000

30,000 30,000 30,000

40,000 40,000 40,000

150,000 150,000 150,000

15,000 15,000 15,000

320,000 320,000 320,000

150,000 150,000 150,000

20,000 20,000 20,000

53,880 53,880 53,880

500,000 0 500,000 0 500,000

42,000 42,000 42,000 予算：指定額

264,000 264,000 264,000

194,000 194,000 194,000

6,100,000 0 6,100,000 0 6,100,000

3,500,000 3,500,000 3,500,000

600,000 600,000 600,000

140,000 140,000 140,000

1,560,000 0 1,560,000 0 1,560,000

空調衛⽣設備保守 490,000 490,000 490,000

消防設備保守 86,000 86,000 86,000

電気設備保守 76,000 76,000 76,000

害⾍駆除清掃保守 37,000 37,000 37,000

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 871,000 871,000 871,000

0 0 0

300,000 300,000 300,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

905,040 0 905,040 0 905,040

0 0

905,040 905,040 905,040

0 0

0 0

0 0

18,830,040 0 18,830,040 0 18,830,040

△ 10,000,615 0 △ 10,000,615 0 △ 10,000,615

0 0 0 0 0

264,000 0 264,000 0 264,000

△ 264,000 0 △ 264,000 0 △ 264,000

8,661 0 8,661 0 8,661 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 12,459 0 △ 12,459 0 △ 12,459

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和3年度　「横浜市さつきが丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,373,000 24,373,000 24,373,000 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

30,329,000 0 30,329,000 0 30,329,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,130,000 0 25,130,000 0 25,130,000
20,590,000 20,590,000 20,590,000
3,240,000 3,240,000 3,240,000

900,000 900,000 900,000
20,000 20,000 20,000

380,000 380,000 380,000 ハマふれんど

0 0 0

0 0

2,519,000 0 2,519,000 0 2,519,000

80,000 80,000 80,000
311,000 311,000 311,000

18,000 18,000 18,000

200,000 200,000 200,000

700,000 700,000 700,000

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0
300,000 300,000 300,000

20,000 20,000 20,000

80,000 80,000 80,000

120,000 120,000 120,000

40,000 40,000 40,000

600,000 600,000 600,000

40,000 40,000 40,000

10,000 10,000 10,000

0 0
954,000 0 954,000 0 954,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

40,000 40,000 40,000
154,000 154,000 154,000
130,000 130,000 130,000 予算：指定額

0 0

1,600,000 0 1,600,000 0 1,600,000

830,000 830,000 830,000
159,000 159,000 159,000

40,000 40,000 40,000

364,000 0 364,000 0 364,000
空調衛⽣設備保守 130,000 130,000 130,000
消防設備保守 23,000 23,000 23,000
電気設備保守 21,000 21,000 21,000
害⾍駆除清掃保守 10,000 10,000 10,000
駐⾞場設備保全費 0 0 0
その他保全費 180,000 180,000 180,000

0 0 0

207,000 207,000 207,000
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0
30,329,000 0 30,329,000 0 30,329,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

324,000 0 324,000 0 324,000

△ 324,000 0 △ 324,000 0 △ 324,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0
目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【⽣活⽀援】

令和３年度　「横浜市さつきが丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税



R3年４月１日～　　　R4年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

2,140 2,140 20,632 20,632 85,268 85,268 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 467 0 467 52 0 52

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

雑収入 0 0 0 467 467 52 52

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 2,140 0 2,140 20,632 0 20,632 85,735 0 85,735 52 0 52

0 1,380 1,380 19,000 19,000 44,595 44,595 4,955 4,955

0 61 61 965 965 17,441 17,441 1,938 1,938

0 0 881 881 9,203 9,203 1,023 1,023

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 1,441 0 1,441 20,846 0 20,846 71,239 0 71,239 7,916 0 7,916

0 0 0 699 0 699 -214 0 -214 14,496 0 14,496 -7,864 0 -7,864

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和3年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：さつきが丘地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



さつきが丘地域ケアプラザ

1 いきいきセミナー修了生の会 Ｈ14
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

長年、さつきが丘地域ケアプラザで活動
継続している男性ボランティアより、住民
目線の地域課題や情報を収集し、検討を
行う。

１：高齢者 ７：その他
年２回のいきいき総会を開催し、参加者
の交流と地域課題についての情報収集、
意見交換を行う。

2 いきいききっかけセミナー Ｈ15
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

新しい担い手人材の掘り起こし、各活動
への参加のきっかけづくり

５：地域 ７：その他

いきいきセミナー修了生との共催事業。活
動の一環として、各期でそれぞれデーマ
を考案し、地域住民も参加できるセミナー
を開催。園芸セミナー（春・秋）健康セミ
ナー（8月）を開催予定。

3 はなみずき Ｈ23
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

地域の高齢者の安否確認と見守り。
栄養バランスの良い昼食の提供

１：高齢者 ５：地域

月１回の配食サービス。ボランティアによ
りケアプラザで調理された手作り弁当を予
約された方に配食。作り手だけでなく、配
送もボランティアに参加いただいている。

4 さつき草むしりデー R2
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

団体間の交流。
ケアプラザの環境保全。
ちょこボラさつきの活動の周知。

５：地域 ７：その他

５月実施予定。
日頃貸館を利用されている団体からボラ
ンティアを募り、「ちょこボラさつき」の指導
のもと、ボランティアの皆様と一緒にケア
プラザの草むしり、園芸作業を行う。

5 美ボディ講座体験会 R3
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

地域の老若男女が参加でき、外出のきっ
かけ作り、歩くという基本動作の大切さの
理解を深め、健康促進の意識を高める

５：地域 ７：その他

５月実施予定。
社交ダンスの要素を取り入れたリズミカル
なエクササイズで、姿勢を意識しながら歩
く、楽に身体を動かすポイントを学ぶ。

6 歴史と珈琲交流サロン R3
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

歴史講話を媒体にして、シニア男性をはじ
め地域の方々の外出支援を行う。
コーヒーボランティアの活躍の場の提供。

５：地域 ７：その他

ボランティアが入れたコーヒーを楽しみな
がら、テレビドラマを題材にしたわかりや
すい内容の歴史講話を聞き、同じ興味を
持つ地域の方々との交流を図る。

7 四季のコンサート H28
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

子育て世代へのボランティア活動への参
加の働きかけ。

５：地域 ７：その他
親子向け七夕コンサート、絵本コンサー
ト、冬のコンサートと、季節、聞き手の年齢
に合わせた内容のコンサート。

8 貸館説明会 H28
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

感染症拡大予防を考慮した、新ルールを
周知する。

１：高齢者 ７：その他
６月に実施予定。
新しい生活様式に沿った貸館利用ルール
の地域向けの説明会

9 手作り楽器製作 H29
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

夏休みの子供余暇支援事業。青葉区民
文化センターと協働し、地域のコミュニテ
イーをひろげる。 ４：子ども・青

少年
２：障害児・
者

夏休みに「楽器」づくりをケアプラザで行
い、8/17のフィリアホールの合同演奏会
に参加する。

10 青葉台地区子育て散歩ツアー R３
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

青葉台地区に転入してきた親子の地域デ
ビューのきっかけ作り。
同年代の仲間作り。 ３：養育者及

び乳幼児
５︓地域  

子ども家庭支援課、青葉台CP、地域の子
育て拠点と協働し、子育て散歩ツアー及
び子育てマップの作製を行う。

11 秋まつり H12
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域の方へのケアプラザの周知。
活動ボランティアの活躍の場の提供。
地域住民の方々の世代間交流。 ５：地域 １０月末実施予定。

12 クイズラリー R3 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

外出の機会の減った地域の方々の健康
増進、地域の絆作り

５：地域

２０２２年３月実施予定。
ケアプラザで配布されたカードに従って、
地域の掲示板をラリー形式で巡り、掲示さ
れたクイズに回答する。

13 ニコピカ歯磨き Ｈ18
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の親子の口腔衛生の啓蒙活動
３：養育者及
び乳幼児

５：地域
区役所との共催事業。年齢にあわせた
オーラルケアの講話や虫歯のチェックを
行う。

14 ハンプティダンプティ文庫 R２
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

英語の絵本の読み聞かせを通して、親子
で英語に親しみ、小さな国際人を作る。

３：養育者及
び乳幼児

５：地域

育児教室及びワイワイ広場の開催時に、
英語の本の読み聞かせを行い、興味を
持った絵本の貸し出しと交流を行う。

15 さつき川柳の会 R2
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

集わなくても参加できる活動の幅を広げ、
団体間のつながりを広げる。

５：地域 １：高齢者

リモートで繋がれる事業として、毎月題目
を決めて川柳を募集し、選考委員会が優
秀作品を選考。　同時に参加者間の人気
投票も行う。

16
よこはまシニアボランティアポ
イント登録研修会

H31 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

よこはまシニアボランティアポイントの理
解と利用促進。
新規シニアボランティアの発掘

１：高齢者 ７：その他
よこはまシニアボランティアポイント事業、
ボランティア活動についての理解を深める
内容の講座を開催

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和3年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

17 ケアプラザ広報紙「ひろば」 H12
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザ及び福祉保健活に関する情報
発信、ボランティアの発掘（募集）等

５：地域 ７：その他
年10回ケアプラザ広報紙「ひろば」を発行
し、地域に回覧・掲示等を行う。

18 書初め練習講座 R２
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

書道を通じて地域の小中学生の交流の
場作りと多世代交流の場を提供する

４：子ども・青
少年

５：地域
エリアの小学校の冬休みの課題となる書
初を、地域のボランティアを講師とし、指
導していただきケアプラザで仕上げる。

19 SSL（さつき自習室）　 Ｈ28
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

中学生の学習支援の場の提供
４：子ども・青
少年

７：その他
エリアの中学校（谷本中）と協議の上、期
間を設定し、学習スペースの提供とボラン
ティアによる見守りを行う。

20 子育てワイワイ広場 H16 
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

就学前の親子の居場所づくり
３：養育者及
び乳幼児

５：地域

親子が予約なしに自由に集える場所。民
生委員や地域のボランティアの見守りの
中、子どもを遊ばせ、母親にリラックスした
時間を提供する。同時に子育ての悩みや
問題を受け付ける窓口があることを周知
する。

21 小学生対象の福祉学習支援 R２ ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

小学生の福祉学習の支援。
幼少期からのボランティア精神の育成。

４：子ども・青
少年

５：地域

エリアの小学校（さつき小、つつじ小）との
協議の上、プログラムを決定する。　総合
学習の時間を使った福祉教育の一旦とし
てケアプラザの見学等を提案していく。

22 子育てガイド作成 R3
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

孤立しがちな子育て親子の手助けとなる
地域版子育てガイドの作成

３：養育者及
び乳幼児

５︓地域  
しらとり台保育園と協働し、子育ての現場
で気づいた育児の手助けとなるポイントを
地域目線で紹介する。

23
多世代交流ベンチ「憩のベン
チ」

R3
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

ボランティア活動の活性化を図る。また近
隣のボランティアの方の情報共有や多世
帯の交流の場づくりを支援する。 ５：地域 ７：その他

ケアプラザに関わるボランティア人材育成
と交流の場として「憩いのベンチ」を提供し
情報交換や多世帯交流を推進する。

24
スクリーンコンサート
（あおばカノン2021）

R3
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ITC活用事業。

３：養育者及
び乳幼児

子ども・青少
年

2021年2月に行われたプロの演奏家によ
る親子向けコンサートのDVDを視聴しても
らう。
子育てひろば開催時に数回上映予定。

25
脳トレ・ハマトレ・コグニサイズ
講座

H31
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症予防について地域住民が仲間と取
組ながら、認知症についての正しい知識
を習得するため。 １：高齢者 ７：その他

介護予防・認知症予防・ハマトレ・コグニ
サイズについて実践していく。毎月第三木
曜実施。

26 つつじカフェ H29
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザから遠方の方を対象とした認
知症カフェの開催

１：高齢者 ５：地域

つつじが丘のレンタルスペースをを利用し
た住民が気軽に集える居場所、交流の場
の提供認知症等の情報提供と相談受付
（年10回）

27 しらとりカフェ H28
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

しらとり台地区の住民を対象とした認知症
カフェの開催

１：高齢者 ５：地域

しらとり台の店舗施設利用した住民が気
軽に集える居場所、交流の場の提供
認知症等の情報提供と相談受付（年10
回）

28 介護者のつどい H19
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者の心身の負担軽減
介護に関する地域や技術を学び、介護者
同士の情報交換、交流

１：高齢者 ５：地域
介護者・介護サービス事業所職員等を招
いての茶話会（年10回）

29 包括連続講座 H30 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

住み慣れた町でいつまでも健康に安心し
て暮らしていただけく為に必要な情報を総
合的に提供する １：高齢者 ５：地域

介護予防、権利擁護、認知症や介護保険
関連、住まい、つながりづくりなどをテーマ
に年に5回程度実施。

30 権利擁護講座 H25
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

主に高齢者を対象とした住民の権利擁護 １：高齢者 ５：地域
講師を招き、権利擁護をテーマとした講座
を開催する（年2回）

31 わたしノート書き方講座 H29
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

青葉区版エンディングノート「わたしノート」
の普及啓発

１：高齢者 ５：地域
地域住民向けに青葉区版エンディング
ノート「わたしノート」の普及啓発を行う（年
1回）

32 認知症サポーター養成講座 H27
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

認知症の正しい理解促進と担い手の発掘 ５：地域
４：子ども・青
少年

小中学校、一般向けに認知症サポーター
養成講座を開催する（小学校2回、中学校
1回、一般1回程度）

33
新しい生活様式に沿ったボラン
ティアコーディネート

R3 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

新しいボランティア活動の提案と創出。
新しい形の担い手の発掘

５：地域
貸館説明会等を利用し、情報共有を行う。
受付にボランティア募集の掲示を行う。
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